










はじめに 

 仕事をもちながら妊娠,出産,そして育児をしていくことは,多くの心理,社会的なハンデ

ィキャップを負うものと考えられ,更に母親は家庭にいて育児に専念すべきであるとする

考え方,子どもへの悪影響が懸念される等,偏見に近いものをも含めて,ネガディブな見方

がなお存続しているようである.当然,家庭にいる母親よりも勤労婦人の心身の負担は大き

くネガティブに働くことはあろうが,一方,母子双方にポジティブな効果を与えることも十

分考えられる.従って,母子保健学的観点から、ポジティブ,ネガティブ両面を明らかにし,

それに基づいて,どのような援助をすればよいかの具体的な方策を提出せねばならない.初

年度の本報告は,この目的のための基礎資料を集めることであり,今後の研究の手掛かりと

したいと考える. 


